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1. 平成29年12月期第3四半期の連結業績（平成29年1月1日～平成29年9月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

29年12月期第3四半期 8,868 4.0 553 17.6 593 19.0 430 25.9

28年12月期第3四半期 8,524 △2.2 470 42.2 498 42.5 341 56.0

（注）包括利益 29年12月期第3四半期　　448百万円 （59.3％） 28年12月期第3四半期　　281百万円 （△7.3％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

29年12月期第3四半期 196.17 ―

28年12月期第3四半期 155.78 ―

当社は平成29年７月１日付で普通株式10株につき１株の割合で株式併合を実施したため、前連結会計年度の期首に当該株式併合が行われたと仮定し、１株当
たり四半期純利益を算定しております。

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

29年12月期第3四半期 14,776 5,325 35.0

28年12月期 13,366 4,933 35.7

（参考）自己資本 29年12月期第3四半期 5,177百万円 28年12月期 4,771百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

28年12月期 ― ― ― 2.00 2.00

29年12月期 ― ― ―

29年12月期（予想） ― ―

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

当社は12月31日を期末配当基準日と定めておりますが、現時点では期末配当予想額は未定であります。

平成29年７月１日付で普通株式10株につき１株の割合で株式併合を実施しております。平成28年12月期末の１株当たりの配当金につきましては、当該株式併
合前の実際の配当金の金額を記載しております。

3. 平成29年12月期の連結業績予想（平成29年 1月 1日～平成29年12月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 11,300 1.1 420 1.4 450 △6.4 320 △9.5 145.77

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無

当社は平成29年７月１日付で普通株式10株につき１株の割合で株式併合を実施したため、通期の連結業績予想における１株当たり当期純利益につきまして
は、株式併合後の株式数を基に算定しております。



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 29年12月期3Q 2,200,000 株 28年12月期 2,200,000 株

② 期末自己株式数 29年12月期3Q 4,934 株 28年12月期 4,789 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 29年12月期3Q 2,195,196 株 28年12月期3Q 2,195,266 株

（注）前連結会計年度の期首に株式併合が行われたと仮定し、期末発行済株式数、期末自己株式数及び期中平均株式数を算定しております。

※四半期決算短信は四半期レビューの対象外です

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際
の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四半期
決算短信【添付資料】3ページ「（3）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。

・期末の配当予想につきましては、今後も経営環境に不確定要素が多いため、現段階では前回発表と同様に未定とさせていただきます。なお、予想額は第4四
半期の状況を見極め速やかに開示いたします。

（株式併合後の業績予想について）

　当社は、平成29年７月１日を効力発生日として、普通株式10株につき１株の割合をもって株式併合を実施し、単元株式数を1,000株から100株に変更しておりま
す。なお、株式併合考慮前に換算した平成29年12月期の連結業績予想は以下の通りとなります。

　　１株当たり当期純利益　通期　14円58銭
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間におけるわが国の経済は、企業収益や所得・雇用情勢が堅調に推移するなど、景気は

緩やかな回復基調で推移しましたが、夏場の天候不順による個人消費への影響があり、また、欧米の政策動向や新

興国経済の不確実性、北朝鮮情勢への警戒感など、先行きは不透明な状況が続いております。

このような状況の下、当社グループは、東京の島ならではの企画商品を造成し、東京諸島の魅力の発信に努めま

した。また、大島の最大イベント「椿まつり」においては、ＰＲ活動を積極的に展開するとともに、昨年に引き続

き稲取航路を運航し集客に注力しました。さらに夏場の最多客期には旅行会社との連携により販売活動を強化しま

した。

この結果、当第３四半期連結累計期間の業績は、旅客部門において旅客数が好調に推移し、売上高は８８億６千

８百万円（前年同期８５億２千４百万円）、費用面では船舶燃料費などの増加があり、営業利益は５億５千３百万

円（前年同期４億７千万円）、経常利益は５億９千３百万円（前年同期４億９千８百万円）、親会社株主に帰属す

る四半期純利益は４億３千万円（前年同期３億４千１百万円）となりました。

　
セグメントの業績は、次のとおりであります。

《海運関連事業》

主力の海運関連事業の旅客部門は、「椿まつり」において昨年認定された「国際優秀つばき園」と伊豆方面の花

のイベントをつないだ営業展開を図り、団体客・個人客を好調に集客しました。また、企画商品では、「三原山ハ

イキング」などの商品や東京諸島の星空をテーマにしたキャンペーン展開に取り組み、旅客数の増加に繋げました。

さらに夏場の最多客期には大島のあじさいや星空観望などの企画商品に加え、旅行会社とより一層の連携に努めて

販売活動を強化しました。この結果、夏場の天候不順による影響があったものの、全航路の旅客数は７４万８千人

（前年同期７０万２千人）と好調に推移しました。一方、貨物部門は、一部の島において公共工事の終了に伴い輸

送量が減少し、貨物取扱量は全島で２１万３千トン（前年同期２３万６千トン）となりました。

この結果、当事業の売上高は、６７億３千３百万円（前年同期６３億２千３百万円）、費用面では船舶燃料費な

どの増加があり、営業利益は８億６千２百万円（前年同期６億９千万円）となりました。

　

《商事料飲事業》

当事業の中心となる商事部門は、一部の島における公共工事の終了に伴い、島嶼向けセメントなどの販売が減少

しました。この結果、当事業の売上高は１１億２千１百万円（前年同期１１億９千５百万円）、営業利益は９千万

円（前年同期１億１千４百万円）となりました。

　

《レストラン事業》

東京湾周遊のレストランシップ事業は、インターネットによる情報発信力の強化や予約システムの改善などによ

り、個人客は増加しましたが、婚礼および団体客が伸び悩み、全クルーズでの利用客数は８万人（前年同期８万１

千人）となりました。この結果、当事業の売上高は６億７千２百万円（前年同期７億１千８百万円）、営業損失は

５千７百万円（前年同期営業損失２千９百万円）となりました。

　

《ホテル事業》

大島温泉ホテル事業は、「椿まつり」や「三原山ハイキング」などの企画商品の利用客が好調に推移しました。

また、ホテル屋上に星空を観望できる「三原山テラス」を設置し集客に努めました。この結果、当事業の売上高は

２億８千９百万円（前年同期２億５千５百万円）、営業利益は１千８百万円（前年同期１千６百万円）となりまし

た。
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《旅客自動車運送事業》

当事業の中心となる大島島内におけるバス部門は、「椿まつり」の団体利用客や「あじさいツアー」など、企画

商品の利用客が好調に推移しました。この結果、当事業の売上高は２億５千２百万円（前年同期２億１千９百万

円）、一方、費用面では、車両整備費用などの増加があり、営業利益は５百万円（前年同期９百万円）となりまし

た。

　

（２）財政状態に関する説明

（資産、負債および純資産の状況）

当第３四半期連結会計期間末の総資産は１４７億７千６百万円となり、前連結会計年度末に比べ１４億９百万円

増加しました。その主な要因は、建造中の船舶の建設仮勘定など固定資産が１１億２千６百万円、現金及び預金な

どの流動資産が２億８千２百万円、それぞれ増加したことなどによるものです。

負債は９４億５千万円となり、前連結会計年度末に比べ１０億１千６百万円増加しました。その主な要因は、建

造中の船舶の固定資産圧縮未決算勘定が５億７千３百万円、賞与引当金が１億１千１百万円、営業未払金が１億４

百万円、それぞれ増加したことなどによるものです。

純資産は５３億２千５百万円となり、前連結会計年度末に比べ３億９千２百万円増加しました。その主な要因は、

利益剰余金が３億８千６百万円増加したことなどによるものです。

　

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

平成２９年１２月期の業績予想につきましては、平成２９年８月９日公表の数値に変更ありません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成28年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成29年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,895 2,267

受取手形及び営業未収金 1,264 1,131

商品及び製品 54 60

原材料及び貯蔵品 299 314

繰延税金資産 32 91

その他 162 129

貸倒引当金 △0 △3

流動資産合計 3,708 3,991

固定資産

有形固定資産

船舶 15,966 16,063

減価償却累計額 △9,251 △9,640

船舶（純額） 6,714 6,423

建物及び構築物 1,504 1,527

減価償却累計額 △1,045 △1,066

建物及び構築物（純額） 459 460

土地 277 277

建設仮勘定 0 1,348

その他 1,589 1,636

減価償却累計額 △1,322 △1,380

その他（純額） 266 256

有形固定資産合計 7,719 8,765

無形固定資産 113 100

投資その他の資産

投資有価証券 1,447 1,532

繰延税金資産 243 254

その他 209 197

貸倒引当金 △75 △66

投資その他の資産合計 1,824 1,918

固定資産合計 9,658 10,784

資産合計 13,366 14,776
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成28年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成29年９月30日)

負債の部

流動負債

営業未払金 720 824

短期借入金 1,291 1,193

未払法人税等 130 216

賞与引当金 35 146

その他 538 633

流動負債合計 2,716 3,014

固定負債

長期借入金 4,040 4,205

繰延税金負債 23 18

退職給付に係る負債 1,283 1,221

特別修繕引当金 276 323

固定資産圧縮未決算勘定 ― 573

その他 93 93

固定負債合計 5,717 6,435

負債合計 8,433 9,450

純資産の部

株主資本

資本金 1,100 1,100

資本剰余金 693 693

利益剰余金 2,870 3,257

自己株式 △9 △9

株主資本合計 4,654 5,041

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 116 136

その他の包括利益累計額合計 116 136

非支配株主持分 161 148

純資産合計 4,933 5,325

負債純資産合計 13,366 14,776
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成28年１月１日
　至 平成28年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成29年１月１日
　至 平成29年９月30日)

売上高

海運業収益 6,238 6,649

その他事業収益 2,286 2,219

売上高合計 8,524 8,868

売上原価

海運業費用 5,017 5,249

その他事業費用 2,016 2,007

売上原価合計 7,034 7,256

売上総利益 1,490 1,611

販売費及び一般管理費 1,019 1,057

営業利益 470 553

営業外収益

受取利息 0 0

受取配当金 10 10

持分法による投資利益 49 56

貸倒引当金戻入額 5 17

賃貸料 9 10

その他 29 13

営業外収益合計 105 109

営業外費用

支払利息 67 59

その他 9 9

営業外費用合計 77 69

経常利益 498 593

特別利益

固定資産売却益 8 ―

特別利益合計 8 ―

税金等調整前四半期純利益 506 593

法人税、住民税及び事業税 185 249

法人税等調整額 △24 △84

法人税等合計 161 164

四半期純利益 345 428

非支配株主に帰属する四半期純利益又は非支配株主
に帰属する四半期純損失（△）

3 △1

親会社株主に帰属する四半期純利益 341 430
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成28年１月１日
　至 平成28年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成29年１月１日
　至 平成29年９月30日)

四半期純利益 345 428

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △64 19

持分法適用会社に対する持分相当額 0 0

その他の包括利益合計 △64 19

四半期包括利益 281 448

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 277 450

非支配株主に係る四半期包括利益 3 △1
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

　（継続企業の前提に関する注記）

　 該当事項はありません。

　

　（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　 該当事項はありません。

　

　（追加情報）

　 （繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用）

「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号 平成28年３月28日）を第１

四半期連結会計期間から適用しております。

　

　（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自 平成28年１月１日 至 平成28年９月30日）

　１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　（単位：百万円）

報告セグメント
調整額

(注)１

四半期連結

損益計算書

計上額

(注)２

海運

関連事業

商事

料飲事業

レストラン

事業

ホテル

事業

旅客自動車

運送事業
合計

売上高

　外部顧客への売上高 6,238 1,108 716 254 206 8,524 ― 8,524

　セグメント間の

　内部売上高又は振替高
84 87 1 0 13 187 △187 ―

計 6,323 1,195 718 255 219 8,712 △187 8,524

セグメント利益

又は損失（△）
690 114 △29 16 9 801 △330 470

(注) １ セグメント利益又は損失(△)の調整額△330百万円には、セグメント間取引消去△0百万円、各報告セグ

メントに配分していない全社費用△329百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに

帰属しない一般管理費であります。

　 ２ セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
　

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自 平成29年１月１日 至 平成29年９月30日）

　１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　（単位：百万円）

報告セグメント
調整額

(注)１

四半期連結

損益計算書

計上額

(注)２

海運

関連事業

商事

料飲事業

レストラン

事業

ホテル

事業

旅客自動車

運送事業
合計

売上高

　外部顧客への売上高 6,649 1,020 671 288 238 8,868 ― 8,868

　セグメント間の

　内部売上高又は振替高
84 101 1 0 14 201 △201 ―

計 6,733 1,121 672 289 252 9,070 △201 8,868

セグメント利益

又は損失（△）
862 90 △57 18 5 920 △366 553

(注) １.セグメント利益又は損失(△)の調整額△366百万円には、セグメント間取引消去0百万円、各報告セグメン

トに配分していない全社費用△366百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属

しない一般管理費であります。

　 ２.セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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　（重要な後発事象）

　 当社は、平成29年11月９日開催の取締役会において、固定資産（船舶）の取得を決議いたしました。

　 １ 設備投資の目的

当社の運航船舶である貨客船「さるびあ丸」は、平成４年12月に就航し、本年11月で船齢25年となります。

安全で安定した運航とエネルギー効率の向上・環境負荷の低減やバリアフリーに対応するために、「さるびあ

丸」の代替船として新造船を建造し就航させることが必要であると判断いたしました。

　 ２ 設備投資の内容（予定）

　 (１)新造船の概要 6,000総トン型 貨客船

　 なお、建造造船所および建造費は公募により決定するため、現段階では未定であります。

　 ３ 設備の導入時期（予定）

　 (１)建造発注業者（造船所）の公募 平成29年12月～平成30年１月

　 (２)基本設計～詳細設計および建造 平成30年４月～平成32年６月

　 (３)竣工 平成32年６月

　 (４)就航 平成32年７月

　 ４ 当該設備が営業・生産活動に及ぼす重要な影響

新造船は当社所有船舶である「さるびあ丸」の代替船であるため、新造船が営業・生産活動に及ぼす重要な

影響はありません。
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